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　Computex Taipeiはアジア最大級の
ICT関連の専門展示会で、今年は５月２８
日(火)～６月１日(土)の５日間開催されまし
た。近畿支部では５月２９日(水)～６月１日
(土)の例年より１泊多い３泊４日で視察研
修を実施しましたので、下記の通り報告致
します。
　会場は大きく分けて２つのエリアに分か
れており、信義地区では世界貿易センター
のホール１、台北国際会議センター、南港
地区では南港展示センターのホール１、
ホール２で行われ、出展社数1,685社
（5,508ブース）、171カ国・地域から
42,495名の海外バイヤーが訪れたとのこ
とで、海外バイヤーの上位10カ国・地域
は、中国、米国、日本、韓国、香港、タイ、シ
ンガポール、ドイツ、マレーシア、インドの順
であったとのことです。

　今回の展示の５大テーマは「AI& IoT」、
「5G」、「ブロックチェーン」、「イノベーショ
ン&スタートアップ」、「ゲーミング&XR」で、
これらに関連する製品出展及びイベントが
行われました。
　１日目は、台北桃園国際空港に到着後、
世界貿易センターに向い、イノベーションと
スタートアップに特 化したエリア
「InnoVEX」を見学することにしました。そ
こでは例年通りピッチコンテストが行われ
ており、今年の賞金総額は42万米ドルに
達したそうです。
　２日目、３日目は自由行動で、各自が興味
のある会場を回りました。台北南港展示セ
ンターのホール1では、「システム＆ソリュー
ション」、「ゲーミング＆XR」、「コンポーネン
ト＆高度パワーテクノロジー」、「ストレージ
＆データベース・ソリューション」、「産業用
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IoT＆組込みソリューション」、「iStyle」、
ホール2では、「SmarTEX」、「サイバー・セ
キュリティ＆映像監視システム」、「タッチ・
アプリケーション＆ディスプレイ製品」、「ス
マート・リテール＆ビジネス・ソリューショ
ン」、「コミュニケーション＆ネットワーク」、
「モバイル機器アクセサリ」、「コンピュータ
周辺機器＆アクセサリ」、「カントリー・パビ
リオン」が出展されていました。
　４日目は台北市観光を行い、帰国の帰
路に付きました。

（株）ネクステッジテクノロジー
タッチレスインターフェイスaeroTAP（エアロタップ）の展示。画
面に一切タッチせずに操作出来るというI/Fが新しく、また既に医
療方面では実用化もされており実績もある。3Dカメラが用いられ
ており、それをPCに接続するだけ
で既存のアプリケーションをその
ままタッチレス化する事が出来る
ので導入し易く、また様々なシーン
での活用も見込まれる。

Lockists
バイクシェアリング用のプラットフォーム。貸す側が時間と価格を
設定し、探す側がアプリで最寄りの空き車両を検索することが可
能。アプリでロックを解除し、リース開始され
る。日本でも、カーシェアリングは徐々に普及
し始めている印象だが、まだまだ馴染みのな
いバイクシェアリングサービスであること、鍵
型のデバイスによる、より利便性の高いサー
ビスを提供しようとしていることに興味を
持った。

iPetoi
ペット用のトイレをスマート化し、自動洗浄、ヘルスデータのクラ
ウドへのアップロード、ヘルスデータの監視やデータ分析を実施。
スマホやPCから健康に対するアラートなど
を確認可能。トイレを自動的に清潔に保ち、
病気の早期発見が可能であること、遠隔で
監視/確認できることから、ただ便利なだけ
ではなく、高齢化社会において、お年寄りが
飼うペット用にも最適だと感じた。

Manus Robotics
障害者の生活品質を向上させ､自立した生活を支援するウェアラ
ブルデバイス（Grip-X）の展示、およびデモンストレーション。
Computex Taipei視察の目的として考えていた、生活支援のた
めのソリューション、ウェア
ラブルデバイスの情報収集
に沿った内容で、筋肉の動
きなどでアームをコント
ロールする仕組みが新し
かった。
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ASUS
PCおよびPCパーツ、スマートフォン、周辺機器の展示、およびソ
リューション提案（ソリューション提案は壁に描かれたイメージ図
での提案）。Computex Tai-
peiを象徴するような規模、デ
ザインのブースで集客も非常
に多く、展示内容もシンプルか
つスマートで見やすかった。

QCT（QuantaCloudTechnology）
大容量のエッジルータ/コアルータの展示。5G対応のコア側の
負荷増大に伴う大容量化において、どの程度の性能が必要なの
か、具体的に製品を見て確認
できた。

（株）コー・ワークス（Co-WORKS）
Tibbo-PiというIoTデバイスとその応用例の展示。全てを自社で
作っているのではなくTibbo Technology社の製品とRaspber-
ry Piといった既製品を組み合わせる事で導入コストの低減が図れ
ている点やお手軽に感じられる事が1つの製品として優れていると
感じた。またモジュールブロックを自由に組み合わせて必要最小限
のシステムが構築でき、プログラ
ミングにおいてもNode-REDとい
うビジュアルプログラミング言語
を用いる事でハードとソフトの関
連性が分かり易くイメージし易い
仕組みなっているのも非常に良い
と思う。

（株）SYNKOM
EdgeAIのデモ。USBカメラとAvnet社製の評価ボード(Ultra96)を用
いて、高速で走る赤と黄色の2台のミニカーを撮影し、評価ボード上の
FPGAでAIにより画像解析を行い、2台をそれぞれ判別し、クラウドに
アップ。手元のタブレットで確認可能。恥ずか
しながら、AIによるデータ分析はクラウド側
で行うイメージ(=クラウドAI)だったが、
EdgeAIという概念を本展示で知ることがで
き、端末処理のメリットである通信データの
削減が、通信量増大の課題に対する解決策
のひとつであることが実際に見て理解でき
た。出展内容自体は簡易デモであったが、見
た目にも分かり易く、非常に人気があった。

まとめ
　参加者より下記の感想が寄せられまし
た。
●Computexは駆け足で回ったものの、製
品の技術動向を実感することができた。翻
訳機を介した現地の方とのリアルな会話を
体験できたことは良い経験になった。
●海外の展示会に参加するのが初めてで、
参加する機会がほとんどないので参加する
ことが出来てよかった。ただ海外の展示会
なので、日本語が通じる企業がほとんどな
く、日本語が通じない企業は目で見て雰囲
気を掴む事しか出来なかったのが残念で
した。次回参加できる機会があればリスニ
ング面だけでももう少し勉強してから行き
たいなと思った。
●Computexは国内の展示会に比べて派
手で言葉がわからなくても見るだけでも楽
しめた。英語ができ展示者ともコミュニケー
ションがとれれば新たな発見や刺激にな
り、なお良かったと思う。海外自体が初めて
であまり楽しめないかと思っていたが、台湾
（台北）という土地が意外と日本語が通じた
ためと楽しめた。
●初の海外視察で、新しい経験、出会いな
ど、新鮮な刺激をたくさん得ることができ、
有意義な視察になりました。出発前は、
IoT、AIを用いたソリューション、医療や生

活を支援するウェアラブルデバイスの情報
収集を目標として考えていましたが、実際
参加しての感想は、PCや周辺機器など
ハードウェア（もの）の展示が中心で、ソ
リューションやサービス提案（こと）などは
そこまで多くない（あってもパネルでのイ
メージ展示）という感想を持ちました。「特
定分野に特化して情報収集」にはあまり向
かない展示会だと思いましたが、最先端の
さまざまなデバイスを見て、触れることがで
きる機会はあまりなく、従来の視察目的とは
違っても、興味を感じ、ワクワクする展示内
容は多く、単純に楽しい展示会だと感じま
した。自分は情報収集時に言葉の壁を強く
感じたので、次回同じ機会がある場合、次
の参加者にはその辺りを含めたアドバイス
をしっかり行い、さらに有意義な機会とでき
るよう努めたいと思いました。
●展示会でのAIによる顔認証システムの技
術進歩が目を見張るものがありました。来
年も日程調整がつけば参加したいと考えて
います。
●特に目新しいものは無かったが、3日間の
期間でほぼ全て見ることができた様々な知
見を広く浅く得ることができた。言葉が通じ
ないので、質問することができなかったこと
が残念。
●展示されている内容は日々の業務で携

わっている分野とは違っていた為あまり馴
染みが無く分からない事が非常に多かっ
たです。ただ"盛り上がり"や"熱"といったも
のは強く感じられ、それは自分自身にとって
も刺激になりました。即座に日々の業務に
何かを活かせる訳ではないかもしれません
が、後 「々そう言えばこんなサービスがあっ
た」等、ほんの少しでも活かすことが出来れ
ばよいと思います。またJASAの他社の方々
と関わる事がこれまでなかったので短い期
間でしたが少しでも親睦を深められて良
かったです。色 と々ひっくるめてとても楽し
い視察研修でした。
●展示会の視察も海外出張も初めての経
験でしたが、非常に楽しく充実した4日間で
した。様 な々既存技術や最新技術を組み合
わせた展示が多く、熱気に溢れており、大
変刺激になりました。本視察旅行で得た経
験や知識を活かし、より視野を広げた価値
創造に繋げていきたいと思います。

　初の海外出張で、言葉の壁を感じられた
方が多かったようですが、参加者との会社
を越えた交流や情報交換ができた事がと
ても有意義で、今後の活動においてもお互
いに切磋琢磨し、協力しあっていきたいと
の声も多かったです。今後の支部活動など
での再会の機会があれば幸いです。




